
  

 Next One Tax Co. 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    会計事務所 200％活用レター 
   Vol.168  2018.03 
 
 
 

                  
 
 

このレターは、お客様との最近の面談や、セミナーなどで感じたことをお伝えしています。 

お時間があるときにでもご笑読頂ければ幸いです。 

 

【伝える努力】 

 

 

いろいろな経営者の行動を取り上げているテレビ番組で、従業員に 

お祝い（誕生日など）や労いの言葉をかけている専務がピックアップ 

されていました。 

 

おもしろいのは、声掛けをする時に小さなお菓子を渡していること 

でした。感謝の気持ちを「カタチ」にして渡しているので、気持ちが 

より伝わりやすいと感じました。従業員にお祝いの言葉や労いの言葉 

をかけることは、当たり前の事に感謝することですが、出来そうで出 

来ないことだと心が温かくなりました。 

 

 心の中で従業員に感謝していたとしても、従業員には全く伝わって 

いないことが多くあります。特に経営に集中し、仕事に対して真剣に 

取り組んでいる経営者ほど伝わっていないような気がします。 

 

 経営者が従業員に求める「仕事の役割」に対して、望んでいるとこ 

ろとギャップがありますので、不満感が出ることがあると思います。 

その不満感の部分だけを従業員が感じ取ってしまい、経営者と溝が 

できてしまうのです。 

 

 カタチにしてお祝いや、労いの言葉をかけることによって、あなたを 

大切に思っています、ということが伝わります。また、その行動により 

その従業員を大切に思うことを、無意識に自分自身に言っているのと同 

じ効果になりますので、経営者自身の心の在り方にも効果があるように 

思います。 


